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アルカリ土類金属原子Mgに対して、二重イ
オン化しきい値付近の一重及び、二重光イオン
化断面積曲線及び、断面積比R＝σ2+/σ+を測定
した。本研究は理論計算との比較が可能で、こ
の比較を通して外殻電子の二重イオン化機構と
電子間相互作用に関する知識を深める手助けに
なると期待される。 
実験はBL-20Aで行なった。金属オーブンか
らの原子線を単色化させたシンクロトロン放射
光を交差させ、生成されたイオンを飛行時間型
質量分析法で 1価イオンと２価イオンを分離し、
その TOFスペクトルを 1eVステップで測定し
た。 
本実験の測定が意味を持つのは、2p電子がま
だ励起しない凡そ 22.7eV～55eVの光エネルギ
ーの範囲であるが、55eV 以上では図に示すよ
うにMg2+の生成量が非常に多くなるので、2次
光成分がたとえ 1%以下であっても無視できな
い。そこでこの 2次光の効果をエネルギー範囲
28～46eVとその 2倍の範囲 56eV～92eVでの
Ar2+生成量を参照して取り除くことにした。 

2 次光の影響がない領域(28eV 以下と 46～
55eV領域)では、光のエネルギーEにおけるイ
オンの生成比 Rは 
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と与えられる。ここで N2+(E)は光エネルギーE
の時の 2 価イオンの量、N+(E)は１価イオンの
量である。 

2 次光(2E)がエネルギーE の光に含まれてい
る時、イオンの生成比は以下のように計算しな
ければならない。 
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この場合のN2+(E)は、直接二重光イオン化過程

と 2次光によって生成された 2価イオンの和で
ある。係数 Fは光エネルギーEにおける 2Eの
2次光の寄与であり、Eと 2Eでの Ar2+の強度
比から算出される。 
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上図は光エネルギーが15eV～65eVにおける

Mg2+と Mg+の光イオン化相対部分断面積であ
る。20eV～50eV の範囲で 10 倍に拡大したも
のをみるとよくわかるが、2 価イオンの方に
55eV以上での2次光による影響が28eVくらい
から 45eVくらいまで顕著に現れている 
 
 
 
 


